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恒 心

★
余
り
に
も
お
粗
末
な
菅
首
相
。
こ
の
首
相
の

在
任
が
一
日
長
く
続
け
ば
続
く
ほ
ど
日
本
の
国

力
が
低
下
す
る
と
憂
え
る
人
が
多
い
。
今
や
出

来
る
だ
け
早
く
退
陣
し
て
も
ら
い
た
い
、
い
や

辞
め
さ
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
は
国
民
の
総
意

と
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
背
景
が
あ
っ
て
6
月
2
日
の
「
自

民
党
・
無
所
属
の
会
・
公
明
党
・
た
ち
あ
が
れ
日
本
」
共
同

の
内
閣
不
信
任
案
提
出
と
な
っ
た
。
★
前
日
の
夜
ま
で
、
民

主
党
内
で
は
、
鳩
山
由
紀
夫
、
小
沢
一
郎
、
原
口
一
博
氏
な

ど
の
有
力
者
が
、
野
党
の
内
閣
不
信
任
案
に
賛
成
の
態
度
を

示
し
て
い
た
。
僅
か
の
差
で
あ
っ
て
も
不
信
任
案
は
可
決
さ

れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
た
。
可
決
さ
れ
て
も
首
相
の
椅
子

に
す
が
り
付
き
た
い
首
相
は
、
総
辞
職
せ
ず
に
必
ず
解
散
総

選
挙
を
断
行
す
る
と
思
っ
て
い
た
。
★
2
日
、
私
は
会
館
の

自
室
で
民
主
党
の
代
議
士
会
の
テ
レ
ビ
中
継
を
見
て
い
た
。

鳩
山
氏
が
手
を
挙
げ
、
発
言
を
求
め
た
の
で
、
首
相
の
即
時

退
陣
を
求
め
る
発
言
を
す
る
も
の
と
て
っ
き
り
思
っ
て
い

た
。
よ
く
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
朝
、
自
分
と
首
相
が
話
し

合
っ
た
結
果
、
早
期
に
退
陣
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
従
っ

て
こ
の
際
、
民
主
党
は
一
致
結
束
し
て
、
野
党
提
出
の
不
信

任
案
を
否
決
し
て
も
ら
い
た
い
と
述
べ
て
い
た
。
★
不
信
任

が
可
決
さ
れ
、
総
選
挙
の
準
備
に
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
鳩
山
氏
の
発
言
に
わ
が
耳
を
疑
っ

た
。
一
体
何
が
起
こ
っ
た
の
か
。
ど
ん
な
約
束
が
交
わ
さ
れ

た
の
か
。
こ
ん
な
に
簡
単
に
局
面
が
変
わ
る
の
か
。
鳩
山
氏

の
豹
変
振
り
に
正
直
驚
い
た
。
★
否
決
さ
れ
た
後
、
鳩
山
氏

は
首
相
の
辞
め
る
時
期
を
、
震
災
復
興
基
本
法
の
成
立
、
第

2
次
補
正
予
算
編
成
の
目
途
が
つ
い
た
段
階
と
述
べ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
首
相
は
原
発
、
震
災
復
興
に
一
定
の
目
途
が
つ

い
た
時
期
で
、
今
す
ぐ
に
辞
め
る
つ
も
り
は
な
い
と
表
明
。

こ
れ
を
聞
い
て
鳩
山
氏
は
現
職
首
相
を
ペ
テ
ン
師
呼
ば
わ
り

し
た
。
情
け
な
い
民
主
党
の
内
輪
も
め
で
あ
る
。

昨
年
6
月
8
日
に
就
任
し
た
菅
首
相
は
在
任
1
年
間
が
経
過
し

た
。
消
費
税
10
％
発
言
、
尖
閣
問
題
の
処
理
の
ま
ず
さ
、
外
国
人

か
ら
の
違
法
献
金
、
唐
突
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
表
明
等
、
そ

の
手
腕
を
見
る
限
り
、
首
相
は
明
ら
か
に
国
家
の
最
高
指
導
者
と

し
て
の
資
質
に
欠
け
る
。
し
か
も
大
震
災
以
後
、
被
災
地
の
復
興
、

被
災
民
へ
の
救
済
取
組
み
の
遅
れ
、
原
発
事
故
の
不
手
際
が
国
会

で
厳
し
く
追
及
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
中
部
電
力
浜
岡
原
発
の
稼

動
停
止
要
請
等
思
い
付
き
が
多
く
、
閣
内
に
も
不
協
和
音
が
出
て

い
る
始
末
で
あ
る
。
経
済
協
力
開
発
機
構
会
議
で
2020
年
初
頭
ま
で

に
1000
万
戸
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
と
出
来
も
し
な
い
約
束

を
し
た
。
ま
さ
に
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
の
連
続
で
あ
る
。
6
月

2
日
、
野
党
提
出
の
内
閣
不
信
任
案
は
否
決
さ
れ
た
が
、
民
主
党

内
か
ら
も
首
相
の
早
期
退
陣
を
求
め
る
声
が
急
速
に
噴
き
出
し
て

き
た
。
民

主
党
は
デ

タ
ラ
メ
な

公
約
を
掲

げ
て
政
権

を
獲
得
し

た
。
公
約

を
改
め
、

一
日
も
早

く
総
選
挙

を
行
い
、

堂
々
と
国

民
に
信
を

問
う
べ
き

で
あ
る
。

早
期
解
散
で
自
民
政
権
の
樹
立
を

6月1日　党首討論で菅首相の退陣を強く求める谷垣自民党総裁
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山本市長から要望書を受け取る二ノ湯委員長

小学校屋上から鍬ヶ崎地区を展望

委員会からの見舞金を手渡す二ノ湯委員長

参議院文教科学委員会

地
元
自
治
体
幹
部
と
の

懇
談
会

犠
牲
者
ゼ
ロ
の

鍬
ヶ
崎
小
学
校

田
老
第
一
小
学
校

岩
手
県
宮
古
市
に

実
情
視
察

3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
か
ら
3
ヶ
月
以
上
が
経
過
し

た
。
今
な
お
9
万
を
超
え
る
人
々

が
、
不
自
由
な
避
難
生
活
を
送
っ
て

い
る
。
仮
設
住
宅
は
お
盆
ま
で
に
全

て
の
希
望
者
が
入
居
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
菅
首
相
は
表
明
し
て
い
る
。

し
か
し
、
実
現
は
ほ
ぼ
絶
望
的
だ
と

言
わ
れ
て
い
る
。
政
府
の
対
策
の
復

興
計
画
も
決
ま
ら
な
い
現
状
に
、
地

元
自
治
体
も
動
く
こ
と
が
出
来
ず
、

被
災
民
の
不
満
も
日
に
日
に
高
ま
っ

て
い
る
。
震
災
後
3
ヶ
月
が
経
過
し

た
現
在
、
学
校
の
授
業
も
再
開
さ

れ
、
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る

が
、
学
校
も
そ
こ
に
学
ぶ
児
童
生
徒

も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
参
議
院

文
教
科
学
委
員
会（
二
ノ
湯
智
委
員

長
）で
は
今
後
の
復
旧
、
復
興
、
防

災
の
た
め
に
は
、
学
校
の
実
情
等
を

視
察
し
、
現
場
の
声
を
聞
く
こ
と
が

大
事
だ
と
考
え
、
6
月
9
日
、
岩
手

県
宮
古
市
を
訪
問
し
た
。
早
朝
東
京

を
出
発
、
新
幹
線
、
バ
ス
で
約
6
時

間
、
宮
古
市
に
着
い
た
の
は
12
時
20

分
、
東
京
か
ら
日
本
一
遠
い
市
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

委
員
会
一
行
は
地
元
の
山
本
宮
古
市
長
、
前

川
市
会
議
長
等
と
懇
談
し
た
。
市
長
は
市
民
の

健
康
問
題
、
そ
し
て
家
と
職
を
失
っ
た
中
高
年

の
人
達
の
精
神
的
落
ち
込
み
を
い
か
に
救
済
す

る
か
に
心
を
砕
い
て
い
る
と
語
っ
て
い
た
。

続
い
て
鍬く

わ
ヶが

崎さ
き

小
学
校
を
訪
ね
た
。
昭
和
8

年
3
月
に
三
陸
大
津
波
が
発
生
、
宮
古
地
域
も

大
被
害
を
受
け
た
。
そ
れ
以
来
、
宮
古
市
で
は

毎
年
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
度
の

大
津
波
は
約
40
ｍ
ほ
ど
の
高
さ
で
町
を
直
撃

し
、
破
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
鍬
ヶ
崎

小
学
校
で
は
震
災
前
の
3
月
3
日
に
避
難
訓
練

を
行
っ
た
ば
か
り
で
、
生
徒
全
員
が
無
事
だ
っ

た
。
生
徒
は
元
気
一
杯
遊
ん
で
い
た
が
、
運
動

会
が
終
わ
る
と
運
動
場
に
仮
設
住
宅
が
建
設
さ

れ
る
。

こ
の
日
の
現
地
視
察
の
生
の
声
を
審
議
の
参

考
に
し
て
、
今
後
の
国
の
施
策
に
反
映
さ
せ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
田
老
地
区
の
田
老
第
一
小
学
校
を
訪
ね

た
。
田
老
地
区
は
「
津
波
太
郎
」
の
異
名
が
あ

る
ほ
ど
津
波
被
害
で
有
名
で
、
明
治
29
年
、
昭

和
8
年
の
津
波
で
地
区
は
全
滅
に
近
い
被
害
を

受
け
た
。
そ
の
都
度
住
民
は
不ふ

撓と
う

不ふ

屈く
つ

の
精
神

で
地
区
を
再
建
し
て
き
た
。
高
さ
10
ｍ
、
2.4
㎞

に
及
ぶ
防
潮
堤
は
万
里
の
長
城
と
呼
ば
れ
て
い

た
。
だ
が
、
想
定
外
の
大
津
波
は
大
防
潮
堤
を

越
え
て
田
老
地
区
を
破
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
第

一
小
学
校
生
徒
の
犠
牲
者
は
、
地
震
直
後
の
教

職
員
の
適
確
な
判
断
で
、
1
人
の
み
で
あ
っ

た
。
懇
談
会
で
は
子
供
達
の
精
神
面
に
は
問
題

は
な
い
が
、
仕
事
を
失
い
、
失
業
者
と
な
っ
た

両
親
が
多
く
、
そ
れ
が
家
庭
の
不
安
に
つ
な
が

る
こ
と
が
心
配
で
あ
る
、
日
頃
か
ら
災
害
に
備

え
る
た
め
に
、
学
校
を
防
災
拠
点
に
し
て
、
食

糧
等
の
物
資
を
備
蓄
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
等

の
意
見
が
出
た
。
一
方
、
教
職
員
の
通
勤
、
給

食
、
授
業
日
数
の
確
保
に
は
支
障
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
原
発
事
故
を
受
け
て
の
保

護
者
の
心
配
は
一
切
な
い
と
の
こ
と
。
た
だ
、

地
域
が
崩
壊
し
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
と
の
連

携
が
十
分
に
取
れ
な
く
な
る
こ
と
を
心
配
し
て

い
る
と
校
長
が
話
し
て
い
た
。
校
庭
を
歩
い
て

い
る
と
、
子
供
た
ち
が
元
気
に
「
こ
ん
に
ち

は
」
と
挨
拶
を
し
て
く
れ
た
。
大
き
な
張
り
の

あ
る
声
を
聞
い
て
安
心
し
た
。
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二
ノ
湯
会
長
、
橋
村
幹
事
長
を
選
出

京
都
府
連
新
役
員
体
制
が
決
ま
る

京
都
府
議
会
、
自
民
党
が
正
副
議
長
を
独
占

議
長
に
近
藤
氏
、
副
議
長
に
小
巻
氏

に
な
っ
て
、
京
都
府
連
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
新
役
員
の
任
期
中
に
は
、
確
実
に
総
選
挙
が
あ

る
。
2
、
3
、
4
、
6
区
の
選
挙
区
支
部
長（
次
期

候
補
予
定
者
）も
決
定
し
、
何
時
選
挙
が
あ
っ
て
も

戦
い
に
臨
む
体
制
も
出
来
た
。
さ
ら
に
、
2
年
後
に

は
参
議
院
選
挙
も
控
え
て
い
る
。
当
面
は
来
年
早
々

に
も
執
行
さ
れ
る
京
都
市
長
選
挙
へ
の
対
処
で
あ

る
。
中
央
で
の
自
民
、
民
主
両
党
の
激
し
い
対
立
の

中
で
、
ど
ん
な
構
図
の
選
挙
と
な
る
の
か
、
自
民
党

府
連
と
し
て
は
、
市
議
団
と
緊
密
に
情
報
交
換
し
な

が
ら
態
度
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
。

5
月
28
日
、
自
民
党
京
都
府
連
大
会
で
二
ノ

湯
会
長
、
橋
村
幹
事
長
が
承
認
、
決
定
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
会
長
、
幹
事
長
の
下
で
、
役
員
人
事
が

進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
西
田
昌
司
副
会
長（
参
議

院
議
員
）を
は
じ
め
、
府
連
3
役
・
執
行
部
7
役

の
新
し
い
体
制
が
決
ま
っ
た
。
今
後
は
3
役（
会

長
、
副
会
長
、
幹
事
長
）と
執
行
部
7
役（
総
務
会

長
、
政
調
会
長
、
組
織
委
員
長
、
広
報
委
員
長
、

党
紀
委
員
長
、
財
務
局
長
、
副
幹
事
長
）が
中
心

5
月
23
日
に
開
会
し
た
臨
時
京
都
府
議
会
に
お
い
て
、

自
民
党
が
議
長
、
副
議
長
を
独
占
し
た
。
従
来
は
慣
例
と

し
て
、
知
事
を
支
え
る
与
党
の
中
か
ら
、
第
1
党
が
議
長
、

第
2
党
、
3
党
が
副
議
長
を
選
出
し
て
き
た
。
し
か
し
国

政
に
お
け
る
政
権
交
代
が
京
都
府
議
会
に
変
化
を
も
た
ら

し
た
。
1
年
前
の
知
事
選
挙
で
は
、
今
ま
で
自
民
党
府
連

の
幹
事
長
が
担
っ
て
い
た
選
対
事
務
長
の
座
を
民
主
党
の

支
援
団
体
で
あ
る
連
合
京
都
の
会
長
に
奪
わ
れ
た
。
自
民

党
に
と
っ
て
は
大
き
な
衝
撃
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
自

民
党
議
員
団
は
与
党
と
し
て
協
調
は
す
る
が
、
自
民
党
ら

し
さ
を
府
政
に
反
映
さ
せ
る
動
き
が
で
て
き
た
。
こ
う
し

た
中
で
5
月
臨
時
議
会
を
迎
え
、
侃か

ん
々か

ん

諤が
く
が々
く
の
議
論
を
し

た
結
果
、
議
員
団
の
総
意
と
し
て
副
議
長
も
自
民
党
に
貰

い
た
い
と
民
主
党
に
対
し
て
強
気
の
交
渉
を
行
っ
た
。
統
一

地
方
選
挙
で
大
き
く
勝
利
し
た
と
は
言
え
、
府
議
会
の
定

数
は
60
議
席
で
、
自
民
党
は
27
議
席
で
過
半
数
に
及
ば
な

い
。
色
々
紆う

余よ

曲き
ょ
く

折せ
つ
が
あ
っ
た
が
、
自
民
党
の
副
議
長
を

阻
止
す
る
た
め
に
共
産
党
と
手
を
組
む
こ
と
は
で
き
な
い

と
、
民
主
党
が
折
れ
た
形
で
決
着
が
つ
い
た
。
昨
今
、
地

方
議
会
に
対
す
る
有
権
者
の
視
線
は
大
変
厳
し
い
。
全
国

的
に
見
て
も
、
首
長
と
与
党
と
の
関
係
が
や
や
安
易
に
流

れ
、
監
視
機
関
と
し
て
の
地
方
議
会
の
形
骸
化
が
強
く
批

判
さ
れ
て
い
る
。
京
都
府
議
会
も
、
林
田
府
政
の
誕
生
以

後
、
少
し
緊
張
感
を
欠
い
た
関
係
を
続
け
て
き
た
き
ら
い

も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
で
、
各
政
党
が
自
ら
の
理

念
に
基
づ
き
活
発
に
議
論
す
る
議
会
へ
大
き
く
変
わ
り
そ

う
で
あ
る
。
ま
た
、
今
回
の
自
民
党
府
議
団
の
行
動
が
京

都
府
の
政
治
状
況
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
そ
う
だ
。

自
民
党
第
4
選
挙
区
支
部
長
決
ま
る

次
期
衆
議
院
議
員
選
挙
に
　

田
中
英
之
京
都
市
議
擁
立

支
部
長
空
白
で
あ
っ
た
京
都
府
第
4
選
挙
区

の
支
部
長
に
京
都
市
会
議
員
の
田
中
英
之
氏

（
40
才
）が
決
ま
っ
た
。
自
民
党
京
都
府
連
で
は

第
4
選
挙
区
の
支
部
長
を
選
ぶ
た
め
に
は
、
政

権
構
想
会
議
で
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一

部
の
幹
部
が
密
室
で
決
め
る
の
で
は
な
く
、
意

欲
の
あ
る
人
材
を
広
く
募
る
た
め
に
公
募
方
式

を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
聞
広
告
、
自

民
党
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
を
し
た
と
こ

ろ
、
自
薦
14
人
、
他
薦
1
人
の
計
15
人
の
応
募

者
が
あ
っ
た
。
選
考
過
程
の
透
明
性
を
高
め
る

た
め
に
、
選
挙
区
内
に
居
住
す
る
一
般
の
有
識

者
を
含
め
15
人
で
構
成
さ
れ
る
選
考
委
員
会

（
委
員
長
・
谷
垣
禎
一
衆
議
院
議
員
）を
設
置
し

た
。
4
月
23
日
に
第
一
回
選
考
委
員
会
を
開
催

し
、
3
回
の
委
員
会
を
開
い
て
書
類
・
面
接
審

査
を
実
施
、
最
終
的
に
2
名
に
絞
り
込
み
、
最
終

決
定
は
選
考
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
国
会
議

員
に
一
任
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
甲
乙
つ
け
が
た

く
、
選
考
委
員
会
全
員
の
投
票
で
正
々
堂
々
と
決

着
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
結
論
に
な
っ

た
。
選
挙
の
結
果
、
京
都
市
会
議
員
「
田
中
英
之

氏
」
を
第
4
選
挙
区
支
部
長
、
次
期
衆
議
院
選
挙

の
候
補
者
に
決
定
し
、
6
月
10
日
党
本
部
に
進
達

し
た
。

学　歴╱京都市立西京極中学校卒業
　　　　京都成章高等学校卒業
　　　　京都外国語大学卒業
議員歴╱平成11年4月〜平成23年
　　　　京都市会議員
　　　　京都市会改革推進委員会 委員長
自民党歴╱青年部長　副幹事長

小巻實司氏 経歴
兵庫県立高砂高等学校中退
株式会社小巻電設工業所取締役
平成7年4月　京都府議会議員選挙 当選

近藤永太郎氏 経歴
昭和47年3月　龍谷大学法学部卒業
平成10年4月　京都府議会議員に初当選
平成23年3月　自民党京都府議団代表幹事

小巻實司副議長 近藤永太郎議長

大島副総裁・河村選対局長らに
激励を受ける田中英之氏
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一
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
住
民
の
避
難
誘
導

に
最
後
ま
で
責
任
を
果
た
し
た
人
た
ち
が
い
た
。

防
災
無
線
で
、「
津
波
が
来
ま
す
。
早
く
避
難
し

て
下
さ
い
。」
と
必
死
に
呼
び
か
け
、
自
ら
は
津

波
の
犠
牲
と
な
っ
た
南
三
陸
町
の
女
性
職
員
遠

藤
未
希
さ
ん
の
声
は
未
だ
に
耳
に
残
っ
て
い
る
。

一
、
地
域
消
防
団
の
方
々
も
人
命
救
済
に
力
を

尽
く
し
た
。
団
員
の
殉
職
者
は
東
北
3
県
で
250

名
を
数
え
る
。
一
旦
災
害
が
起
き
た
時
、
団
員

と
し
て
先
ず
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、

普
段
か
ら
訓
練
を
受
け
て
い
る
。
人
の
命
を
救

う
た
め
に
自
ら
の
命
を
捧
げ
た
。

一
、
今
回
の
菅
首
相
の
鳩
山
氏
と
の
取
引
は
首

相
に
一
瞬
軍
配
が
上
が
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え

た
。
だ
が
、
翌
日
に
な
っ
て
、
首
相
退
陣
の
時

期
の
、「
一
定
の
目
途
が
つ
け
ば
」
を
巡
っ
て

首
相
は
自
ら
墓
穴
を
掘
っ
た
感
が
す
る
。「
策

士
策
に
溺
れ
る
」
と
は
こ
の
こ
と
だ

一
、
長
い
間
ゼ
ロ
金
利
に
近
い
日
本
。
恐
ら
く

利
回
り
を
考
え
て
東
京
電
力
株
を
持
っ
て
い
た

年
配
者
は
多
い
筈
だ
。
東
電
の
国
有
化
、
発
電
・

送
電
の
分
離
、
原
発
事
故
賠
償
の
無
限
責
任
な

ど
の
政
府
高
官
の
軽
率
な
発
言
で
、
株
価
は
大

暴
落
。
年
配
者
の
嘆
き
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
。

一
、
良
心
的
で
手
頃
な
有
楽
町
ガ
ー
ド
下
の
寿

司
屋
さ
ん
。
い
つ
も
賑
わ
っ
て
い
た
。
先
日
1

年
ぶ
り
に
訪
ね
た
。
さ
ぞ
満
員
と
思
っ
て
い
た

ら
、
客
は
誰
も
居
な
か
っ
た
。
大
震
災
以
降
客

足
が
パ
ッ
タ
リ
止
ま
っ
た
と
ご
主
人
が
嘆
い
て

い
た
。
経
済
不
況
は
そ
こ
ま
で
及
ん
で
い
る
。

一
、
夢
の
超
特
急
「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」
の

中
間
駅
建
設
候
補
地
が
公
表
さ
れ
た
。
当
面
東

京
〜
名
古
屋
間
を
平
成
39
年
ま
で
に
開
業
を
目

指
し
、
関
西
は
そ
の
後
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

う
な
れ
ば
関
西
の
地
盤
沈
下
は
一
層
ひ
ど
く
な

る
。
大
阪
ま
で
の
同
時
完
成
が
急
が
れ
る
。

「新政経懇話会」入会のお願い

「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張
にご賛同いただき、ご入会下さいますよ
うお願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

日時

場所 ホテルグランヴィア京都（JR京都駅ビル内）
8月1日㈪・2日㈫ 16：00～まつり

夏’11

ご案内
の 3階宴会場

ご好評いただいております恒例のビアパーティを開催いたします。
是非ともご参加ください！！

お問い合わせ：二ノ湯さとし京都事務所
お申し込み先：TEL 075-315-2228 FAX 075-315-2310

お一人様　5,000円

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com

「日本真生塾」　第10回例会のお知らせ
平成23年7月25日㈪　18時～21時
場所：龍谷大学アバンティ響都ホール
          （京都駅八条口前アバンティ9Ｆ）
　　　　※東エレベーターからのみ上がれます

＜お問い合わせは事務局へ＞（担当：近藤）

★今後のテーマは「戦後の日本」について進めてまいります。
　使用するテキストは、「骨抜きにされた日本人」（1500円）
★日本真生塾は塾生を引き続き募集しております。
★毎月1回の例会を開催
★年会費　一般（社会人） 5000円
　　　　　学生 2000円

　　右京区西院坤町2ハウスドゥ四条ビル6F
　　　　TEL：050－7544－4018
　　　　メール：nihonsinseijuku＠yahoo.co.jp
　詳しくはホームページをご覧ください。日本真生塾 で検索。　

日本真生塾　塾長　岡本幸治

重宝がられるカレンダー
まだまだ多い希望者

5月号の「えとす」に東日本大震災の被災者が
カレンダーを要望されているので、もしお手元にあ
れば事務所までご連絡くださいとお願いしたところ、
多くの方々から寄贈いただき、誠に有難うございま
した。今なおかなりの方が欲しがっておられます。
厚かましいお願いで恐縮ですが、是非ともお譲り下
さいますようお願い申しあげます。


